
支

部

の

誕

生

国

-c・
C
B
。f

吋
宮
田
町
号
。
向
。

z
g
l
k
p
∞ロ
2
3
0町
可
。
自
民

-z

M
M
O
円
一
。
品
。
町
内

E
S誌
の
一
色

520ロ
l
(
E
E
o
p
]
m
u
m
-

官
同

yuuu)

575 

本
書
は
支
那
の
誕
生
と
題
し
形
成
期
の
支
那
文
化
の
研
究
と

副
題
さ
れ
て
ゐ
る
。
著
者
は
支
那
文
化
の
基
礎
は
大
憶
に
於
て

---， 63.ー
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春
秋
の
初
葉
紀
元
前
六

O
O年
頃
迄
に
一
廉
完
成
し
た
と
考
へ

般
代
よ
り
此
の
時
期
迄
の
支
那
古
代
文
化
史
の
概
観
を
奥
へ
ん

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
洋
人
の
一
一
般
讃
書
階
級
を
目
標
と
し

た
も
の
で
あ
っ
て
.
直
接
に
支
那
の
原
文
を
引
か
歩
、
極
め
て

筒
輩
な
註
が
巻
末
に
一
括
し
て
附
せ
ら
れ
、
文
献
目
録
等
も
極

め
て
略
で
あ
り
‘
外
形
か
ら
す
る
と
一
の
通
俗
入
門
書
に
過
ぎ

ぬ
。
然
し
異
閣
か
ら
透
々
北
京
に
甲
骨
文
金
支
研
究
の
震
に
留

接
し
た
著
者
が
四
年
間
の
研
究
の
結
果
た
る
∞
百
丘

S

F

出
号

q
C
E
g
g
C
E
s
s
-そ
の
一
部
は
む
ロ
答
。
。

zmMg

。同

P
O
E
M
g
d
P
0
2
3
8ふ
り

2
2
E
Zロ
。
片
岡
5
5
N
@

宮

p
o
m
-
5
3問
可
。
立
。
品
と
し
て
回
向
。
E
M
E
S
S
∞∞ユ
S
戸、。}・
H
.

に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
!
の
要
約
で
あ
っ
て
、
内
容
か
ら
す
れ
ば

一
一
個
の
専
門
書
で
あ
る
。
第
一
篇
設
掘
、
第
二
篇
商
、
第
三
篇

周
の
三
篇
よ
り
成
り
、
更
に
二
十
五
章
に
細
分
せ
ら
れ
る
。
第

一
篇
に
於
て
、
著
者
は
先
づ
第
一
挙
を
甲
骨
と
題
し
、
近
東
の

古
代
史
に
於
け
る
ヱ
ジ
プ
ト
の
象
形
文
字
の
接
見
解
設
に
比
す

ぺ
き
劃
期
的
な
事
件
と
す
る
般
嘘
の
甲
骨
文
の
出
土
及
び
研
究

の
歴
史
を
概
説
、
第
二
章
は
中
央
研
究
院
に
よ
る
般
嘘
の
組
織

的
接
掘
の
経
過
を
述
ぺ
、
第
三
章
支
那
文
化
の
起
原
は
支
那
各

地
に
於
け
る
先
史
時
代
の
遺
跡
設
掘
の
結
果
と
釣
照
す
る
と
と

に
よ
っ
て
般
墳
の
文
化
の
位
置
を
定
め
ん
と
す
る
。
.

氏
は
一
九
三
四

i
五
年
の
般
域
特
に
侯
家
庄
に
於
け
る
股
王

族
墳
墓
一
の
麓
掘
を
震
地
に
見
皐
し
、
叉
中
図
の
考
古
事
者
或
は

甲
骨
皐
者
と
の
結
え
ざ
る
扱
鰯
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
震
掘
朕

況
、
そ
の
調
査
研
究
の
成
果
を
聞
知
す
る
を
得
、
直
ち
に
之
を

取
っ
て
所
論
の
重
要
な
根
擦
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
四
冊
を
出
し

た
以
後
、
岡
野
麓
掘
報
告
に
一
部
分
見
え
る
以
外
絶
え
て
ゐ
る

般
塊
麓
掘
の
報
告
は
吾
人
の
鶴
首
待
望
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、

之
に
関
し
て
本
書
の
到
る
蕗
に
散
見
す
る
記
事
は
、
特
に
中
央

研
究
院
の
接
掘
賞
事
者
よ
り
著
者
が
直
接
に
得
た
知
識
な
る
が

故
に
、
総
五
日
人
の
渇
墜
を
癒
や
す
も
の
が
あ
る
。
第
三
章
・
に
於

け
る
梁
思
永
の
決
ら
し
た
侯
家
庄
王
慕
よ
り
接
見
せ
ら
れ
た
千

-64-

儀
憾
の
人
骨
の
計
測
研
究
の
橡
報
、
之
が
蒙
古
人
種
の
特
徴
を

有
す
る
と
の
事
の
如
き
、
(
五
十
一
氏
〉
第
五
章
生
活
資
料
に
於

て
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
吋
丘

FMWE
及
び

M122m
雨
氏
に
よ
る

股
塊
設
見
の
多
種
の
獣
骨
に
就
て
の
生
物
事
的
研
究
の
如
き
、

(
七
十
六
災
以
下
〉
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
甲
骨
文
の
解
読
研
究

は
支
那
の
甲
骨
皐
者
の
努
力
に
よ
っ
て
近
年
異
常
の
進
歩
の
途

上
に
あ
り
、
支
那
の
製
術
雑
誌
に
毎
税
関
係
の
論
文
の
載
せ
ら

れ
ざ
る
は
な
い
と
一
去
っ
て
も
過
言
で
た
い
。
共
の
結
果
を
批
判



し
消
化
す
る
と
と
す
ら
貨
は
容
易
な
ら
ぬ
事
業
で
あ
る
。
朱
芳

闘
の
甲
骨
曲
学
商
史
編
の
如
き
、
無
批
判
の
努
採
に
過
ぎ
や
、
且

っ
・
既
に
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
著
者
は
甲
骨
文
の
研
究
を
主
要
な

目
的
と
し
て
支
那
に
留
製
し
た
の
で
あ
っ
て
、
総
支
那
の
忠
一
e

者

の
研
究
を
受
入
れ
過
ぎ
た
駄
が
な
い
で
は
な
い
が
、
前
述
の
如

〈
此
の
貼
が
率
ろ
本
書
の
長
所
だ
と
云
へ
る
。
然
し
、
翠
な
る

銘
文
解
讃
に
満
足
せ
宇
、
般
嘘
の
遺
跡
遺
物
に
釣
ず
る
現
花
の

知
識
を
一
般
支
那
先
史
撃
の
業
績
と
連
関
せ
し
め
般
嘘
文
化
を

金
剛
臨
的
に
理
解
せ
ん
と
し
た
の
が
第
一
篇
第
二
篇
を
通
じ
た
著

者
の
態
度
で
あ
っ
て
、
相
官
野
心
的
た
試
論
と
云
へ
る
。

第
二
編
商
代
篇
第
四
学
「
大
都
市
商
」
は
般
塊
遺
跡
の
地
理

的
叙
述
に
始
ま
り
、
遺
跡
、
特
に
建
築
遺
構
を
通
じ
て
商
代
の

首
府
の
欣
態
を
想
像
す
る
。
第
五
章
生
活
資
料
に
於
て
、
甲
骨

文
に
よ
っ
て
般
代
の
食
料
を
考
へ
る
が
、
般
嘘
接
見
の
獣
骨
、

そ
の
他
の
生
物
皐
的
な
研
究
が
参
照
せ
ら
れ
る
。
滋
に
於
て
卜

鮮
に
見
え
る
祭
紀
に
牛
羊
豚
犬
が
犠
牲
と
せ
ら
れ
る
と
と
、
及

ぴ
狩
獄
の
記
事
か
ら
股
代
を
以
っ
て
狩
畿
滋
牧
時
代
に
あ
り
と

す
る
支
那
甲
骨
撃
者
の
訟
は
徐
り
に
無
批
判
的
な
り
と
し
て
、
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寧
ろ
農
業
が
主
要
産
業
で
狩
獄
滋
牧
は
従
属
的
な
り
と
の
立
場

を
取
る
。
第
六
章
は
石
銭
骨
銭
、
或
は
主
器
を
通
じ
て
般
の
「
手

工
業
」
が
窺
は
れ
、
第
七
章
「
彫
刻
及
銅
器
」
に
は
先
づ
般
嘘

住
居
跡
接
見
の
枝
の
基
部
の
人
臆
彫
刻
、
特
に
侯
家
荘
震
掘
の

烏
或
は
歎
形
の
彫
刻
を
論
じ
‘
般
に
於
て
か
〈
震
建
し
た
彫
刻

ー

l
輩
な
る
浮
彫
で
な
い
完
全
な
彫
像

l
iが
周
代
に
於
て
同

種
の
も
の
を
見
出
し
得
な
い
と
と
か
ら
、
周
代
に
於
け
る
彫
刻

技
術
の
喪
失
を
一
の
問
題
と
し
て
ゐ
る
。
，
次
に
般
域
の
銅
器
に

就
て
、
そ
の
鎗
遣
技
術
の
優
秀
な
る
と
と
を
注
意
し
、
之
に
現

れ
る
文
様
特
に
饗
餐
の
象
徴
的
意
義
を
論
じ
‘
祈
年
祭
に
於
け

る
魔
術
的
祭
儀
に
於
け
る
犠
牲
た
る
牛
或
は
他
の
家
畜
を
象
徴

す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
云
ふ
似
設
を
提
出
し
て
ゐ
る
。
第
八

章
「
商
代
祉
曾
」
は
先
づ
郭
沫
若
氏
等
の
稀
す
る
ト
鮮
に
於
け

る
先
組
、
祭
紀
、
そ
の
世
一
系
に
於
け
る
兄
弟
承
継
制
或
は
金
女

に
見
え
る
親
族
稽
呼
か
ら
、
商
代
の
親
族
制
が
母
系
氏
族
で
あ

り
或
は
鋭
婚
制
な
り
と
す
る
こ
と
に
反
釣
す
る
。
第
九
掌
「
商

-65ー

の
図
家
」
に
於
て
は
、
商
の
園
家
組
織
に
就
て
.
侯
或
は
子
等

の
名
稽
は
ト
鯨
に
見
え
る
が
封
建
的
な
君
原
閥
係
を
基
礎
と
す

る
完
全
な
封
建
制
度
は
街
未
設
建
で
あ
り
、
之
等
は
要
す
る
に

地
方
的
な
氏
族
に
形
式
的
に
稀
競
を
奥
へ
た
に
過
ぎ
な
い
と
見

石
。
従
っ
て
商
の
図
家
の
勢
力
の
質
際
に
及
ん
だ
範
閣
は
安
腸

を
中
心
と
し
た
極
め
て
狭
小
た
地
域
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
第
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十
章
「
戦
争
」
は
一
般
嘘
出
土
の
武
器
及
び
戦
車
遺
物
を
中
心
に

商
代
の
軍
制
、
武
力
を
考
へ
、
商
の
軍
制
は
車
軍
は
歩
軍
に
比

し
て
迭
に
少
数
で
あ
り
、
叉
弓
誇
の
射
術
の
設
建
か
ら
し
て
、

支
那
に
於
て
は
験
洲
中
世
に
於
け
る
が
如
き
重
甲
を
帯
び
た
騎

士
階
級
の
存
花
の
可
能
性
少
き
と
と
に
論
及
し
て
ゐ
る
。
第
十

一
章
は
「
丈
字
」
に
於
て
甲
骨
文
字
の
解
説
を
な
し
、
商
代
に

於
て
紳
に
告
げ
る
に
は
特
に
書
か
れ
た
文
書
が
用
ひ
ら
れ
る
風

潮
自
の
あ
る
事
に
注
意
す
る
。
第
十
二
町
羊
「
商
の
紳
」
に
於
て
般

代
の
坦
葬
法
に
言
及
し
て
、
股
嘘
及
び
河
南
の
溶
鯨
の
周
初
期

の
墳
墓
に
於
て
棺
が
使
用
さ
れ
や
、
躍
に
死
酬
胞
に
布
を
纏
は
し

め
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
ト
鮮
に
見
え

る
祭
紳
の
内
、
「
帝
」
字
の
意
義
に
就
て
、
明
義
士
氏
の
設
を
引

い
て
、
元
来
は
犠
牲
を
火
で
焼
く
一
の
祭
法
に
過
ぎ
な
い
帝
が

祭
ら
れ
る
一
紳
の
名
に
疎
化
し
た
の
で
、
商
の
王
室
先
祖
の
集
合

名
檎
で
あ
る
と
の
設
を
出
し
て
ゐ
る
。
第
十
三
章
「
紳
の
台
」

は
ト
法
を
論
じ
、
第
十
四
章
「
犠
牲
」
は
ト
鮮
に
よ
り
種
々
の

祭
法
を
述
べ
、
最
後
に
一
九
三
四
l
五
年
の
侯
家
庄
般
王
墓
に

於
け
る
多
数
の
頭
蓋
と
身
韓
と
別
虐
胞
に
葬
っ
た
人
骨
の
麓
見
を

報
じ
‘
之
よ
り
ト
鮮
に
見
え
る
人
身
供
御
の
記
事
と
参
照
し
て

般
代
に
於
け
る
大
規
模
な
戦
争
捕
虜
を
犠
牲
に
供
す
る
習
俗
を

述
べ
る
。
特
に
そ
の
犠
牲
と
さ
れ
る
者
を
芳
と
呼
ん
で
ぼ
る
こ

と
か
ら
、
之
が
周
族
の
根
幹
を
注
す
美
姓
の
氏
族
と
相
臆
し
、

品
一
克
と
は
羊
を
牧
畜
す
る
人
種
で
あ
り
、
ゐ
ほ
む
ね
西
北
方
山
地

に
住
居
し
て
、
主
と
し
て
平
原
の
牛
を
牧
畜
す
る
般
民
族
と
は

絶
え
や
牧
場
を
争
奪
し
敵
封
関
係
に
あ
っ
た
と
し
、
般
の
末
期

帝
王
が
東
方
征
服
に
軍
を
出
す
際
に
乗
じ
て
、
此
の
種
族
を
代

表
す
る
周
の
進
軍
に
よ
っ
て
般
が
滅
亡
す
る
事
が
述
べ
ら
れ
て

ゐ
る
。第
三
篇
「
周
」
に
於
て
は
、
第
二
篇
の
般
代
の
如
き
嫁
る
ぺ

き
遺
跡
の
麓
掘
が
な
い
震
に
‘
そ
の
記
述
は
主
と
し
て
既
存
の

丈
献
に
頼
っ
て
ゐ
る
が
震
に
前
篇
の
如
き
生
彩
が
な
い
。
唯
、

第
十
五
章
「
周
の
民
族
の
起
原
」
に
於
て
股
周
の
交
渉
が
割
合

に
新
し
い
時
代
に
属
古
る
と
と
を
論
じ
た
紘
、
第
十
六
卒
、
周

の
般
征
服
の
動
機
と
し
て
文
玉
の
妻
と
な
っ
た
商
政
の
女
に
よ

る
商
文
化
の
鼓
吹
と
険
西
に
於
け
る
凶
年
の
影
響
を
指
摘
し
た

黙
等
が
興
味
が
あ
る
白
叉
第
十
八
章
「
考
古
墜
」
に
於
て
、
著

-66-

者
自
身
踏
査
し
た
河
南
溶
鯨
の
周
初
衛
康
叔
時
代
の
古
来
の
震

掘
遺
物
特
に
銅
器
を
安
陽
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
周
初
器
物
は

般
器
を
模
し
つ
L
も
技
術
的
に
は
墜
落
し
、
股
器
に
於
け
る
力

強
さ
は
粗
雑
さ
と
な
り
、
簡
潔
さ
は
躍
な
る
卒
板
に
流
れ
て
仕



舞
っ
た
事
を
論
じ
て
ゐ
る
の
も
注
目
に
値
す
る
。

既
に
述
べ
た
如
く
‘
最
近
に
於
け
る
甲
骨
文
及
び
金
支
の
皐

の
目
覚
し
い
進
歩
、
般
嘘
設
掘
の
結
果
を
綜
合
せ
ん
と
し
た
本

書
の
大
謄
な
試
み
は
、
今
紹
介
し
た
如
く
利
蛍
に
成
功
し
て
ゐ

る
。
勿
論
著
者
の
護
掘
賓
地
経
験
、
遺
物
と
の
接
縮
、
支
那
考

古
事
者
甲
骨
皐
者
の
助
一
一
日
と
協
力
と
が
奥
っ
て
力
を
・
た
し
て
ゐ

る
の
で
、
何
慮
迄
が
氏
の
濁
自
の
新
設
か
判
じ
難
い
も
の
が
あ

る
。
恐
く
氏
は
更
に
之
等
か
ら
の
断
片
的
左
知
識
を
嬰
富
な
想

像
力
に
よ
っ
て
一
巻
の
書
に
纏
め
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

吾
人
は
以
下
二
三
の
鈷
を
摘
記
し
て
氏
の
教
を
請
ひ
た
い
。

氏
は
ト
鮮
に
吉
凶
を
問
ふ
相
手
と
な
る
者
を
般

ω先
祖
及
び
そ

の
他
の
精
霊
だ
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
(
二
十
四
民
)
。
部
ち
組
先

の
精
霊
に
吉
凶
を
問
う
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
例
へ

ば
上
甲
に
土
方
と
稀
す
る
外
因
の
征
伐
を
告
げ
る
の
吉
凶
を
卜

す
る
ト
鮮
の
如
き
、
「
貞
告
土
方
子
上
甲
」
と
主
口
か
れ
て
ゐ
る
。

之
に
於
て
は
上
甲
に
告
げ
る
事
の
吉
凶
を
判
宇
る
の
は
、
組
先

一
紳
上
甲
自
身
で
な
い
と
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
こ
で
組
先
の
綜

.579 

合
紳
と
さ
れ
る
所
の
帝
を
そ
の
判
定
者
と
云
ふ
仮
定
を
立
て
る

よ
り
外
に
仕
方
が
た
い
舎
で
あ
る
が
、
氏
は
別
に
何
等
の
説
明

も
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
之
は
備
考
ふ
ぺ
き
録
地
を
存
す
る
の
で

は
な
い
か
。
叉
般
周
の
勝
係
が
可
成
り
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た

と
さ
れ
る
に
蛍
っ
て
、
ト
鮮
に
見
え
る
股
が
周
を
討
っ
た
記
事

を
峻
昧
と
し
、
叉
そ
の
時
代
が
不
明
だ
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
氏

も
信
奉
さ
れ
る
董
作
・
賓
氏
の
断
代
研
究
の
ト
人
書
臆
か
ら
す
る

方
法
を
趨
用
し
て
見
る
と
.
第
一
期
武
丁
か
遅
く
と
も
第
二
期

を
下
ら
な
い
と
と
は
一
見
し
て
判
定
出
来
る
。
氏
は
般
代
末
期

の
金
文
彫
骨
文
の
字
鰭
と
周
代
の
金
文
と
の
類
似
か
ら
、
周
は

般
代
末
期
の
文
字
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
と
し
て
、
般
周
交
捗

の
遅
い
一
の
詮
擦
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
般
代
の
銅
器
に
於

て
既
に
早
期
の
銘
文
乏
し
く
、
第
一
期
甲
骨
文
と
同
じ
字
踏
の

も
の
を
接
見
す
る
に
苦
し
む
、
況
ん
や
般
代
制
作
の
周
の
銅
器

-67-

に
於
て
之
を
求
む
る
は
更
に
難
い
の
で
あ
る
か
ら
.
之
か
ら
直

ち
に
上
述
の
結
論
を
引
き
出
す
の
は
早
計
で
は
・
な
か
ら
う
か
。

(
小
川
茂
樹
)




